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Abstract 
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In 1972， we took body measurement of 543 adult women. The present paper reports the 

grol1ping of body types by Vervaeck 1ndex and our examination into the 26 parts of the 

body in each body type. The results obtamed are as follows. 

1. The classification by body types revealed that over-slender type was 0.6%， slender 

type 21.4%， intermediate type 42.2%， fat type 26.3% and over-fat type 9.3%. 

2. The fat type increased in nUll1ber as a乞esincreased， In the fifties and the sixties ()f 

age the fat type was 33.8% and the over fat type 13.2%. 

3. As for mean vall1es by body types， little difference was seen in length items excepting 

total crotch length， but the fat type sIlowed remarkably high values in total crotch 

length， girth items， subcutaneol1s thickness and weight. The correlationship in each item 

was signi五cantat 1%. 

4. As for the ratio to stature， the ioIlowing items showed no difference by body types 

in respective percentage; front waist height 62%， back waist height 61%， back waist 

length 25%， shoulder length 9%. 1n the other items the fat type showed greater ratios. 

Especially in bust girth， waist girth， abdominal extension girth and upper arm girth， the 

difference between the slender type and the fat type was 28----34%. 

5. The ratios of thickness to bust girth， abdominal extension girth and waist girth were 

78， 75 and 66% in the slender type respectively， while in the over-fat type they were 85， 

85 and 77% respectively， which indicates that the over-fat type has a round trunk. 

6. The ratios of bust girth and waist girth to abdominal extension girth were as much 

as 125% and 138% in the slender type， while in the over-fat type， they were both 120%， 

which shows that the over-fat type has a cylindrical trunk. 
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緒 日

被服を構成するためには、それを着用する人の身体各部寸法・体型などをiEしく把握する

必要がある O そこで、これらの基礎資料を得ることを目的として、昭和47年に広島地区に在

住する25'"'-'65才までの成人女子543例の身体各部位の測定を行ない、その結果を第9報1)に

おいて報告した。

今回は、その資料を基にして Vervaeck指数により体型分類を行なし、、体型別の身体各部

寸法、身長・胸囲に対する相関係数、示数値などから成人女子の体型を検討したので、その

結果を報告する O

方 法

測定対象はさきに報告した第9報のとおりである O 測定項目・測定方法・測定用具は、第

5報2)の場合と同様であるが、測定項目に今回は肩幅・腹聞の 2項目と、胸・胴・腹・腰部

の横径・矢状径の 8項目を加えた。その追加測定項目・測定方法・測定用具は第 1表のとお

りである O

体型区分は Vervaeck指数により第2表のように行なった O

第 1表追加測定項目・測定方法

追加|
測定項目 | 

hI I隔(右〉

1主 囲

胸部横径

胴部横径

腹部横径

腰部横径

胸部矢状径

胴部矢状径

腹部矢状径

腰部矢状径

調。 定 jj 法-

頭側点(右)と日先点(右)間の長さを測る

腹部の最突出部を通る水平周径を測る

胸閲線における横径を測る

胴囲線 11 

腹囲線 11 

腰囲線 11 

胸囲線における矢状径を測る

胴回線 11 

腹囲線 バY

腰間線 11 

Martin 
巻- R 
11 

il+状計
11 

11 

11 

11 

11 

グ

11 

結果および考察

第2表体型区分

体型区ふい…山明

過細長 70.0 以ド

細長 70.1------82.9 

I!l 問 83.0------93.0 

肥満 93.1----104.0 

過肥満 104.1 以上

第3表は、成人女子543例の年代別例数とその比率を体型別に示したものである O

20才代では細長体型が最も多く44.8%、次が中間体型の39.7%、肥満体型12.1%、過肥満

体型3.4%である o50・60才代では肥満体型33.8%、過肥満体型13.2%となり、加齢と共に

1) 藤田光子他(1973):生体計測一身体各部寸法について(9)(成人女子)一広島女学院大学論集第23集

わ藤田光子他(1968):生体計測一身体各部寸法について(5)その i一広島女学院大学論集第四集
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第3表 年代・体型別例数 (25---65才〉

体日望 I ~指ervae数ek 「l| 一Fzi一r二--2Aすz2-l|-噸30 ご二~~-I一井一例証0夜~一4刻E 町r雨50.二百~I爾品-6(f~ 五% 全 体

例数 % 

過細長 70.0 tJ， 下 。 O O O 2 1.1 1 O 3 0.6 

細長 70.1~ 82.9 26 44.8 41 23.7 23 13.1 23 19.5 1 3 16.7 116 21.4 

中間 83.0~ 93.0 2~i 39.7 90 52.0 72 41.0 38 32.2 i 7 38.8 230 42.4 

肥満 93.1~104.0 7 12.1 32 18.5 58 32.9 41 34.7 5 27.8 143 26.3 

過肥満 104.1 以上 2 3.4 10 5.8 21 11. 9 15 12.7 3 16.7 51 9.3 

計 I 58 100.0 1173 1副 i而… 1-118 1ふりI18…|ω100.0 
肥満者が増加する傾向を示す。

また、全体的にみると中間体型が最も多く 42.4%、次が肥満体型の26.3%、細長体型21.4

%、過肥満体型9.3%の順である。なお、過細長体型は0.6%( 3例〉で僅少のため比較対象

からはずす。

第4表は、体型別損，Jj定平均値・標準偏差・変異係数、第5表は、相隣る体型聞の差・有意

性の検定結果である。なお、第4表以下の例数は 543例のうち、横・欠状径の測定ができな

かった83例を除いた460例である。これを概観すると、次のとおりである。

第4表 体型封IJ測定平均値・標準偏差・変異係数

| 体型区分
測定項目|細 長|中 間 1 肥 満|過肥満
lM  SD CVI M SD CV 1 M SD CVI M SD CV 

1身長1153.00 5.1~ 3.37 1 153.08 4.84 3.16 1 152.02 4.59 3.02 1151.83 5.36 3.53 
2 後胴高 93.3~ 3. 78 4.9~ I ~3. 7~ 3.65 ~. ~9 I 93.1~ ~i.~9 3.?6 I 93.0? 4.12 4.43 
3前胴高I94.12 3.82 4.061 94.48 3.58 3.791 93.97 3.51 :-3.741 93.96 4.34 4.62 
4股上前後長I66.40 3.38 5.09 1 69.QO 3.2? 4.67 I 71.74 3.~9 5.00 1 76.51 4.53 5.92 
5袖丈I49.52 1.96 3.96 1 49.87 1.95 3.91 1 49.96 1.80 3.60 1 49.82 2.34 4.70 
6背丈I37.74 1.43 3.79 1 37.73 1.27 3. 37 1 37.82 1. 22 3. 23 1 37. 99 1.27 3.34 
下 ip--肩一幅|一夜百ー1.74 4.60 1 38 . 28 1. 78 瓦百「蕊百τ五玄副百r.3百-:-8-3 1. 44 3.62 
8肩幅I13.06 0.76 5.82 1 13.04 0.80 6.13 1 13.51 0.80 5.92 1 13.41 0.83 6.19 
9 !l¥li付根回I36.04 1.却 3.331 37.23 1.42 3.81 1 38.40 1.34 3.49 1 39.60 1.46 3.69 
10胸開 177.06 2.63 3.411 83.44 2.98 3.571 91.37 2.80 3.061 99.13 3.61 3.64 
11胴問I61.69 2.96 4.80 1 67.25 3.58 5.32 1 75.47 3.81 5.05 1 82.92 4.72 5.69 
12腹囲I77 . 89 3.61 4.63 1 83.93 4.30 5.12 1 91. 61 3.56 3.89 1 99.32 4.64 4.67 
13腰囲 185.23 3.35 3.93 1 89.80 3.14 3.50 1 94.29 3.34 3.54 1 100.20 3.75 3.74 
14上腕閤I24.78 1. 56 6.30 1 27.28 1. 42 5.21 1 29.58 1. 55 5.24 1 32. 17 1. 99 6. 19 
15大腿囲I48.32 2.51 5.20 1 51.68 2.28 4.41 1 53.96 2.945.45 1 57.72 2.88 4.99 
16胸部横径I24.48 O. 90 3.68 1 26. 00 1. 20 4.62 1 27. 91 1. 26 4.51 I 30.20 1. 58 5.23 
17胴部横径I21.05 0.98 4.661 22.59 1.07 4.741 24.82 1.53 6.161 26.75 1.45 5.42 
18腹部横径I28.27 1.22 4.32 1 29.63 1.39 4.69 1 31.54 1.42 4.50 1 33.58 1.50 4.50 
19腰部横径I30.20 1.25 4.14 1 31.24 1.19 3.81! 32.06 1.38 4.30 1 33.27 1.28 3.85 
20胸部矢状径I19.02 1. 07 5. 63 1 20. 90 1. 14 5 . 45 1 23.3ο 1.34 5.75 1 25.53 1.51 5.91 
21胴部矢状径I15.72 1.07 6.811 17.30 1.34 7.751 20.24 1.49 7.361 22.63 1.68 7.42 
22腹部矢状径I18.58 1.36 7.32 1 20.45 1.59 7.78 1 23.20 1.44 6.21 1 25.78 1.78 6.90 
23腰部矢状径| 19.93 1. 08 5 . 42 1 21. 49 1. 17 5 . 441 23.37 1.21 5.18 1 25.67 1.64 6.39 
24 'If蔀皮干画面草1.22 0.32 26.32 I 1.74 0.49 28.00 1. 2.31 0.51 22.26 I 2.91 0.54 1正否
25上腕部皮下脂肪厚 1.24 0.30 23.81 I 1.59 0.31 19.60 I 1.88 0.35 18.51 I 2.36 0.39 16.43 
26体 重 144.71 3. 98 8. 90 I 50.84 3.77玄万i-S7-:瓦 1三下正35I 66. 11 5 . 96 9.02 
幻 Vervae耐旨数 179.59 2.82 3.54 I 87.72 2.91 3.33 1 97.96 3.06 3. 12 I 108-.8T-3.70 3.40 
注 M・SDはcm、体重はkg、皮下脂肪厚は測定値(実寸の2倍値)
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ト 測定平均値

長径項目(股上前後長を除く〉・肩幅は体型間に大差なく、身長は 152，.....，153cm、前胴高約

94cm・後胴高約93cm・袖丈約50cm・背丈約38cm・肩幅約13cmで、ある。しかし、その他の項目

は肥満者が大で体型聞に相当の差がみられ、股上f~íJ後長では細長・過肥満体型は 66.4cm と

76.5cmで10.lcm(約15%)の差である。

周径項目についてみると、体型聞の差の最大は胴闘で、細長・過肥満体型は61.7cmと82.9

cmで、21.2cm(約34%)の差、次は上腕囲で24.8cmと32.2cmで、7.4cm(約30%)、胸囲は77.1cmと

99.1cmで、22.0cm(約29%)、腹囲は77.9cmと99.3cmで'21.4cm (約28%)の差である。

横・矢状径項目についてみると、体型聞の差の最大は横径では胴部で、細長・過肥満体型

は21.1cmと26.8cmで、5.7cm(約27%)の差、次は胸部の24.5crnと30.2cmで、5.7cm(約23%)の

差である。矢状径でも体型聞の差の最大は胴部で15.7cmと22.6cmで6.9cm(約44%)の差、次

が腹部で18.6cmと25.8cmで、7.2cm(約39%)の差である。 なお、横・矢状径項目の体型聞の

差を比較すると、横径項目の細長・過肥満体型の差は10'"'-'27%であるのに対し、矢状径項目

は29，.....，44%で著しく大である。
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背部・上腕部皮下脂肪厚についてみると肥満者ほど大で、その傾向は背部において著しく、

細長体型で、は両者共に約 1.2cmであるが、過肥満体型では背部 2.9cm、上腕部2.4cmで、前者

は細長との差が1.7cm (約142%)、後者は1.2cm (約100%)である O

体重についてみると、細長・過肥満体型は44.7kgと66.1kgで、21.4kg(約48%)の差で、ある O

Vervaeck指数についてみると、 細長体型は 79.6で細長体型範囲70.1，，-，82.9のやや上位、

中間体型は87.7、範囲83.0"，，93.0、肥満体型は98.0、範囲 93.1，，-，104.0で両者共にほぼ中位

である O 過肥満体型は108.8であるがその範囲は104.1以上で上限指数が示されていないので

比較できない。

変異係数についてみると、係数の小さい項目は身長、背丈、頚付根・胸・腰囲で3，，-， 4、

大きい項目は背部皮下脂肪厚の19，，-，28、次は t腕部皮下脂肪厚の16，，-，24、胴・腹部矢状径と

体重7，，-，9で、その他は殆んどが 1，，-，6である。

次に、各体型聞の差についてみると、長径項目(股上前後長を除く〉・肩幅は大差ないが、

その他の項目は相隣る体型間に相当の差がみられ、特に皮下脂肪厚の背部は26"，43%、上腕

部は19，，-，28%、胸・胴・腹部矢状径10"-'17%、体重13，，-，15%、胴閤 9，，-，12%の差である O

体型聞の差の有志性の検定結果は、長径項目(股k前後長を除く〉・肩幅を除き、いずれ

も1'"'--， 5%水準で有意差がみられる O

過細長 細長 中 1m 肥?i埼 過肥満

70.0以下 70.1-82.9 83.0-93.0 93.1-104.0 104.1以上
( Vervaeck指数)

第1ー 1図 体型別 Silhoutte(正面〉
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過細長 細長 中間 肥満 過肥満

第 1-2図 体型別 Silhoutte(側面)

正面 側面

第1-3図 過細長・過肥満体型 Silhoutte(正・側面)
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第 1-1・2図は、 各体型の平均値に最も近い体型の Silhoutte、第 1-3図は過細長・

過肥満体型の Silhoutteを重ね体型を比較したものである。

長径項目は体型聞に大差ないが、肥満者の前胴高がやや上り気味となる。その他の項目は

いずれも肥満者ほど大で、体型差は後頚・躯幹・上腕・大腿部に特に著しくみられる。

2. 分散分析

第6表は、各測度間の分散分析の結果である。

身長、後・前胴高、袖丈、背丈を除くその他の項目はいずれも 1"，-，5%水準で有意差がみ

られる。

長径項目

変動因

体型区分間
誤差
全体

幅径項目

変動因

体型区分間
誤差
全体

第6表 f予測度聞の分散分析

1.0371 0.531 

空咋

変動因

体型区分間
誤差
全体

注本 5%水準で有意
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2. 相関係数

第7--1表は、身長・胸囲に対する各項目の相関係数を示したものである。
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対身長相関係数についてみると、長径項目(股上前後長を除く〉・体重の相関はいずれも

高く、特に後・前胴高は0.9以上の非常に高い相関を示すが、胴・腹・上腕囲、矢状径項目、

皮下脂肪)享の相関は殆んどがきわめて低い。また、その他の項目は一部を除き概して低い相

関である O

対胸囲についてみると、胸部横・矢状径、体重は 5"，8の高い相関を示すが、その他は殆

んどが低い相関である。

相関係数の有意性の検定結果についてみると、対身長・対胸囲ともに一部を除き、殆んど

が 1，，-， 5%水準で有志性がみられる O

第 7--2表は、胸・胴・ JJ支・腰間に対する横・矢状径の相関係数である O

各項目とも0.6以との高い相関を示すが、 特に対胴囲の胴部矢状径、対腰囲の腰部横径は

0.7，.....，0.8の非常に高い相関である O なお、有ぷ性の検定結果、いずれも 1%水準で有志性が

みられる O
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第7--2表 胸・胴・腹・腰に対する横・矢状径項目の相関係数

|横 径|矢状径
叫Ll I 体型区分|体'l~IJ.医分
|一組一妄下平商--l日肥一満「瓦ijE:漏 r細長 I中間..I .n官官汀←湖桶一

対胸間|ーで586林 .661料 .652林 .794'料 I.6加料 .609料 .671林 ~I2蒋
対胴開 I.743料 .834林 .626林 .837林 I.801林 .お49林 .861林 .808林
対腹|規 I.670林 .665林 .717料 .705林 I .751林 .774林 .52似体 .831料
対腰開 I.801料 .738林 .825林 .703林 I.643榊 .650榊 .550>同 .711林

注 ** 1.96'水準で有意

4. 示数値

第8表は、身長・胸囲に対する各項目の示数値を示したものである O

対身長示数値についてみると、長径項目(股上前後長を除く〉・肩幅は体型聞に大差なく、

前胴高約62%、後胴高約61%、袖丈約33%、背丈約25%、肩幅約9%であるが、その他の項

目は体型間の差が大である。特に胸・胴・腹囲の肥満者の示数値は著しく大で、それらの細

長・過肥満体型の差はいずれも14'"'-'15%である O
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対胸囲についてみると、腹・上腕囲、胸・胴部横径、胸・腰部矢状径は体型聞に大差な

く、腹囲約100%、上腕囲約32%、胸部横径約31%、胴部横径約27%、腰部矢状径約26%、

胸部矢状径約25%であるが、その他の項目は体型聞の差が大で、特に長・幅径項目、体重の

差は著しい。また、胴問、胸・胴・腹部矢状径、体重の示数値は肥満者ほど大で、その他の



-176ー (藤田 光子・木村ヨシコ・和田みどり〕

項目は細長体型が大である O

5. MolIIsonの関係偏差折線

第2図は、細長体型を基準(以下基準線とする〉とした Mollisonの関係偏差折線であ

る。

各項目の関係偏差値と折線の動きを概観すると、身長は各体型とも基準線に近く体型間に

大差ないが、その他の殆んどの項目は基準線とのへだたりが大である。最もへだたりの大き

いのは過肥満体型で、次が肥満体型、中間体型の順でいずれも正側に大きく偏している。ま

た、折線の動きの最も大きい項目は胸囲で、次が胴囲、最も小さい項目は背肩幅である。

-1σ M +1σ+2σ+3σ+4σ+5σ+6σ+7σ+8σ +9σ 
身長

股上前後長
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第2図 体型別 Mollisonの関係偏差折線
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6. 横径に対する矢状径の比率

第3図は、胸・胴・腹・腰部横径に対する矢状径の比率である O

細長体型に比して過肥満体型の比率がきわめて大である O すなわち、細長体型の胸 ω胴・

腹・腰部の比率はそれぞれ約78・75・65・65%に対し、過肥満体型のそれは約85・85・77・

77%で、細長体型より 7'"'-'12~広大である。また、胸・胴部の比率は腹・腰部に比して大であ

る。
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第3図 横径に対する矢状径の比率

〈胸・胴・腹・腰部)

7. 胴聞に対する胸・腹・腰聞の比率

第4図は、胴囲に対する胸・腹・腰囲の比率である。

細長体型の胸囲は、胴囲の約125%、腹聞は約126%、腰囲は約138%で、胴聞との差がか

なりみられるが、過肥満体型の胸・腹・腰聞は共に約120%で胴囲との差も小である。
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第4図 胴囲に対する胸・腹・腰囲の比率

結 語

以上の結果を要約すると次のとおりである。

1. 25........65才成人女子の体型を分類した結果、過細長体型0.6%、細長体型21.4%、中間

体型42.4%、肥満体型26.3%、過肥満体型9.3%である。

2. 肥満体型者は加齢と共に増加し、 50・60才代では肥満体型が約34%で、過肥満体型約

13%である。
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3. 測定平均値についてみると、長径項目(股上前後長を除く〉・肩幅は体型聞に大差な

く、身長は152"，，153cm、前胴高約94cm、後胴高約93cm、袖丈約50cm、背丈約38clll、肩幅約13

cmである。 その他の項目は細長と過肥満体型の差は大で、特に体重21.4kg(約48%)、腹・

胴部矢状径約7cm (39"，，44%)、胴囲21.2cm(約34%)、上腕囲 7.4cm(約30%)、胸囲22.0

cm (約29%)、腹囲21.4cm(約28%)の差である。

背部・上腕部皮下脂肪厚は細長体型では共に約1.2cmであるが、肥満になるにしたがって

犬となる。 この傾向は背部において特に著しく、背部では細長・過肥満の差が142%、上腕

部では100%となる。

変異係数の小さい項目は身長、背丈、頚付根・胸・腰囲で3"，， 4、大きい項目は皮下脂肪

厚の背部19"，，28、上腕部は16"，，24、胴・腹部矢状径と体重7"，， 9で、その他は殆んどが 4"，

6で、ある O

4. 各体型聞の差についてみると、長径項目〈股上前後長を除く〉・肩幅は大差ないが、

その他の項目はいずれも相隣る体型間に相当の差がみられ、特に皮下脂肪厚の背部は26"，，43

%、上腕部19，，-，28%、胸・胴・腰部矢状径10，，，17%、体重13'""-'15%、胴囲 9""12%の差がみ

られる。

5. 各測度聞の分散分析の結果、身長、後・前胴高、袖丈、背丈を除くその他の項目は1

"，，5%水準で有意差がみられる。

6. 対身長相関係数についてみると、長径項目(股上前後長を除く〉・体重の相関はいず

れも高いが、胴・腹・上腕聞、矢状径項目、皮下脂肪厚の相関は殆んどがきわめて低い。

対胸囲では、胸部横矢状径、体重が高い相関を示すが、その他は殆んどが低い相関であ

る。

周径に対するそれぞれの横・矢状径の相関はいずれも高い。

7. 示数値についてみると、対身長で体型聞に大差ない項目は、前胴高約62%、後胴高約

61%、袖丈約33，%、背丈約25%、肩幅約9%、対胸囲では、腹囲約100%、上腕囲約32%、

胸部横径約31%、胴部横径約27%、腰部矢状径約26%、胸部矢状径約25%でその他の項目は

体型間の差が大である。

8. Mollisonの関係偏差折線をみると、身長は各体型とも基準線に近く、体型聞に大差

ないが、その他の項目は殆んどが基準線とのへだたりが大きく、その最大は過?肥満体型、次

が肥満体型、中間体型の順で、いずれも正側に大きく偏している O また、折線の動きの最大

は胸囲、次が胴聞、最小は背肩幅である。

9. 横径に対する矢状径の比率は肥満者ほど大で、過肥満体型の胸・胴部約85%、腹・腰

部約77%で、細長体型より 7'"'-'12%大である。
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10. 細長体型の胸・腹囲は胴聞の125---126%、腰囲は138%で胴囲との差がかなりみられ

るが、過肥満体型の胸・腹・腰囲は胴囲のいずれも約120%で、胴囲との差は小である。

11. 肥満者は躯幹部の矢状径および皮下脂肪厚が著しく大で、細長者に比して丸い形態

を示し、胸・胴・腹・腰囲の差の少ない、いわゆるずんどう体型である O また、細長・過肥

満の体型差は後頚・躯幹・上腕・大腿部に特に著しくみられる。

以上により成人女子の体型とその特徴をかなり把握することができたので、今後引続き成

人男子の体型についても検討したいと思う。
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